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令
５
陳
情
第
16
号　
国
民
の
命
と
健
康

を
守
る
た
め
、
政
府
の
責
任
で
医
療
・

介
護
施
設
へ
の
支
援
を
拡
充
し
全
て
の

令
５
陳
情
第
14
号　
安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
実
現
の
た
め
、
人
員
増
と
処

遇
改
善
を
求
め
る
陳
情

▼
願
　
意

　

①
医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
員
な
ど

の
配
置
基
準
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
大

幅
に
増
員
す
る
こ
と
。
ま
た
、
ケ
ア
労

働
者
の
賃
上
げ
を
支
援
す
る
こ
と
、
②

医
療
や
介
護
現
場
に
お
け
る
夜
勤
交
代

制
労
働
に
関
わ
る
労
働
環
境
を
抜
本
的

に
改
善
す
る
こ
と
、
③
新
た
な
感
染
症

や
災
害
対
策
に
備
え
る
た
め
、
公
立
・

公
的
病
院
を
拡
充
・
強
化
し
、
保
健
所

の
増
設
な
ど
公
衆
衛
生
体
制
を
拡
充
す

る
こ
と
、
④
患
者
・
利
用
者
の
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
に
意
見

令
５
陳
情
第
15
号　
介
護
保
険
制
度
の

改
善
、
介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
求

め
る
陳
情

▼
願
　
意

　

①
社
会
保
障
費
を
大
幅
に
増
や
し
、

必
要
な
と
き
に
必
要
な
介
護
が
保
障
さ

れ
る
よ
う
、
介
護
保
険
料
、
利
用
料
、

居
住
費
・
食
費
の
負
担
軽
減
、
サ
ー
ビ

ス
の
拡
充
な
ど
、
介
護
保
険
制
度
の
抜

本
的
な
見
直
し
を
行
う
こ
と
、
②
利
用

料
２
割
負
担
の
対
象
者
の
拡
大
、
要
介

護
１
、
２
の
保
険
給
付
外
し
（
総
合
事

業
へ
の
移
行
）
な
ど
、
介
護
保
険
の
利

用
に
新
た
な
困
難
を
も
た
ら
す
見
直
し

を
実
施
し
な
い
こ
と
、
③
介
護
報
酬
を

大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
。
ま
た
、
そ

の
際
は
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
支
障
が
生

じ
な
い
よ
う
、
利
用
料
負
担
の
軽
減
な

ど
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
、
④
全
額
公

費
に
よ
り
、
全
て
の
介
護
従
事
者
の
給

与
を
全
産
業
平
均
ま
で
早
急
に
引
き
上

げ
る
こ
と
。
ま
た
、
介
護
従
事
者
を
大

幅
に
増
や
し
、
１
人
夜
勤
の
解
消
、
人

員
配
置
基
準
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て

ほ
し
い
。

令
５
陳
情
第
18
号　
国
に
私
学
助
成
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

令
５
陳
情
第
19
号　
神
奈
川
県
に
私
学

助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情

▼
願
　
意

　

公
私
の
学
費
格
差
を
さ
ら
に
改
善
し
、

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
学
ぶ
権
利
を
保

障
す
る
た
め
、
私
学
助
成
の
一
層
の
拡

充
を
図
る
よ
う
国
と
県
に
意
見
書
を
提

出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
「
高
校
進
学
に
当

た
り
、
公
私
格
差
が
あ
る
こ
と
は
望
ま

し
く
な
い
た
め
、
国
や
自
治
体
に
お
い

て
は
、
私
学
助
成
や
就
学
援
助
を
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま

た
、
神
奈
川
県
に
お
い
て
は
、
令
和
５

年
度
に
、
私
立
学
校
に
対
す
る
経
常
費

補
助
額
が
増
額
さ
れ
た
が
、
全
国
と
比

較
す
る
と
、
ま
だ
国
の
基
準
額
な
ど
に

達
し
て
い
な
い
た
め
、
採
択
し
、
国
と

県
に
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ

る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

日
本
は
、
世
界
的
に
見
て
も
学
費
が

高
い
と
考
え
る
た
め
、
全
て
の
子
ど
も

た
ち
の
学
ぶ
権
利
を
守
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

 

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

 

採　

択
（
賛
成
全
員
）

委
員
会
提
出
議
案
第
３
号　
国
に
私
学

助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

創
和
・
市
民　
　
　
阿
蘇　
佳
一

一　
薬
物
と
詐
欺
事
件
に
つ
い
て

問　
①
令
和
３
年
の
大
麻
に
よ
る
検
挙

者
数
は
５
７
８
３
人
、
う
ち
若
者
が
１

０
０
０
人
で
、
７
年
前
の
16
・
４
倍
、

②
市
内
の
詐
欺
の
認
知
件
数
は
51
件
、

被
害
額
は
約
１
億
１
５
０
０
万
円
で
、

被
害
者
の
約
半
数
が
80
歳
以
上
だ
が
、

対
策
は
ど
う
か
。

答　
①
特
に
若
年
層
に
向
け
、
正
し
い

知
識
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
②

関
係
機
関
と
連
携
し
、
一
層
警
戒
す
る
。

二　
ご
み
減
量
の
取
組
に
つ
い
て

問　
①
ご
み
処
理
経
費
は
約
22
億
円
で
、

市
民
一
人
当
た
り
約
１
万
３
６
０
０
円

の
負
担
。
一
方
、
収
入
は
１
億
４
０
０

０
万
円
の
資
源
物
売
却
が
あ
る
。
そ
の

内
訳
は
、
②
全
国
の
学
校
給
食
の
食
品

ロ
ス
は
年
間
で
約
60
万
㌧
だ
が
本
市
の

状
況
は
、
ど
う
か
。

答　
①
主
に
、
古
紙
類
が
３
７
０
４
㌧

で
５
９
２
８
万
円
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が

４
５
７
㌧
で
４
２
６
６
万
円
、
缶
が
４

０
４
㌧
で
３
４
６
６
万
円
。
②
令
和
５

年
10
月
ま
で
の
残ざ
ん
さ渣
は
約
31
㌧
。
今
後

創
和
・
市
民　
　
　
福
森　
真
司

一　
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
に
つ
な
が

る
仕
組
み
に
つ
い
て

問　
物
価
高
騰
の
状
況
を
踏
ま
え
た
生

活
困
窮
者
や
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
へ
の

支
援
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

も
日
々
工
夫
改
善
に
取
り
組
み
、
残
渣

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
く
。

三　
小
田
急
線
４
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い

創
造
に
つ
い
て

問　
①
東
海
大
学
前
駅
の
グ
ル
メ
シ
テ

ィ
と
温
浴
施
設
の
閉
店
、
②
鶴
巻
温
泉

駅
前
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
計
画
、
③
秦

野
駅
舎
の
空
き
店
舗
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実

態
把
握
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
土
地
所
有
者
が
利
用
を
検
討
中

で
、
温
浴
施
設
は
学
生
宿
舎
の
建
設
を

予
定
。
②
着
工
時
期
は
未
定
。
③
現
在

２
つ
の
区
画
で
活
用
策
を
検
証
中
。

答　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ

き
、
自
立
相
談
や
就
労
準
備
支
援
、
家

計
改
善
支
援
な
ど
、
生
活
困
窮
者
に
対

し
て
包
括
的
な
支
援
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
に
努
め

て
い
る
。

要
望　
市
民
が
安
心
し
て
日
常
生
活
を

送
り
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
夢
と
希

望
を
も
っ
て
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
困
り
事
を
抱
え
る
市
民
の
実
情
を

把
握
し
、
一
過
性
で
は
な
い
、
一
人
一

人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
ほ
し
い
。

二　
市
民
力
を
生
か
し
た
観
光
振
興
の

取
組
に
つ
い
て

問　
弘
法
山
公
園
利
活
用
方
針
の
策
定

を
は
じ
め
と
し
た
、
市
民
力
に
よ
る
地

書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
「
現
場
で
働
く
人

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
陳
情
の
趣
旨

は
理
解
で
き
る
が
、
現
在
、
各
事
業
所

は
人
手
不
足
に
よ
り
、
人
材
の
確
保
に

苦
労
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

配
置
基
準
を
見
直
し
、
大
幅
な
増
員
を

す
る
こ
と
は
難
し
い
た
め
、
趣
旨
了
承

と
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
の
意
見
の
一

致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
「
制
度
の
見
直
し

な
ど
に
つ
い
て
は
、
随
時
、
国
で
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
介
護
従
事
者

の
給
与
引
き
上
げ
に
つ
い
て
も
、
現
在
、

令
和
６
年
の
改
定
に
向
け
て
協
議
さ
れ

て
い
る
。
２
０
３
０
年
代
半
ば
ま
で
に

処
遇
改
善
や
最
低
賃
金
の
大
幅
な
引
き

上
げ
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
趣

旨
了
承
と
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
の
意

見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
や
人
員
増
を
求

め
る
陳
情

▼
願
　
意

　

①
医
療
や
介
護
現
場
で
働
く
全
て
の

ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
と
人
員
配
置
増

に
つ
な
げ
る
よ
う
、
診
療
報
酬
と
介
護

報
酬
を
抜
本
的
に
引
き
上
げ
る
臨
時
改

定
を
実
施
す
る
こ
と
、
②
全
て
の
医
療

機
関
や
介
護
施
設
に
行
き
わ
た
る
物
価

高
騰
支
援
策
を
拡
充
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
「
現
在
、
国
が
協

議
し
て
い
る
令
和
６
年
の
改
定
に
処
遇

改
善
や
物
価
高
騰
支
援
策
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
今
後
も
賃
上

げ
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、

中
学
校
給
食
の

食
品
ロ
ス
ゼ
ロ
を
目
指
せ

市
民
力
に
よ
り
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
取
り
組
み
で
地
域
力
向
上
へ

・

陳
情

意
見
書

生
徒
・
保
護
者
の
負
担
軽
減
の
た
め

私
学
助
成
の
拡
充
を

医
師
・
看
護
師
な
ど
の
人
員
確
保
と

公
衆
衛
生
体
制
の
拡
充
を

介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
な
改
善
、

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
と
増
員
を

診
療
報
酬
と
介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
を

中学校給食の残渣ゼロへ

多くの人でにぎわいを見せた市民の日

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
の

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
内
商
業
者
な
ど
に
よ
る
協
議
会

や
、
市
民
団
体
と
の
意
見
交
換
会
な
ど

を
実
施
し
、
方
針
の
策
定
を
進
め
て
い

る
ほ
か
、
各
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
に
携
わ

っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
連
携
体
制

の
構
築
に
努
め
て
い
る
。

要
望　
本
市
の
魅
力
で
あ
る
秦
野
名
水

な
ど
地
域
固
有
の
資
源
、
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
を
有
効
活
用
し
て
地
域
の
人
材

が
活
躍
で
き
る
場
づ
く
り
を
行
い
、
市

民
が
生
き
生
き
と
暮
ら
す
活
力
あ
る
ま

ち
秦
野
を
目
指
し
、
適
正
な
市
政
運
営

に
努
め
て
ほ
し
い
。

▼
要
　
旨

　

公
私
の
学
費
格
差
を
さ
ら
に
改
善
し
、

全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
学
ぶ
権
利
を
保

障
す
る
た
め
、
私
学
助
成
の
一
層
の
増

額
を
図
る
よ
う
、
国
に
意
見
書
を
提
出

す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

委
員
会
提
出
議
案
第
４
号　
神
奈
川
県

に
私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

私
学
助
成
制
度
を
改
善
し
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
の
軽
減
、
教
育
の
機
会
均

等
を
図
る
た
め
、
令
和
６
年
度
予
算
に

お
い
て
私
学
助
成
の
一
層
の
拡
充
に
努

め
る
よ
う
、
県
に
意
見
書
を
提
出
す
る

も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
た
め
、
趣
旨
了
承
と
す
べ
き
で
あ

る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

趣
旨
了
承
（
賛
成
全
員
）

　本会議における一般質問や議案審
議をはじめ、常任委員会などの会議録
を会議録検索システムから検索・閲覧
することができます。
　このシステムでは、発言の全てが検
索・閲覧できます。
　多くの皆さまからのアクセ
スをお待ちしております。

本会議と
常任委員会の会議録
インターネットで
閲覧できます

こちらからアクセスできます

▲


